稲城野草散策の会(2010/11/14)資料


321/321(14)   PED00204  Ｔａ     ＦＷ記録）１０／２０・天覧山（飯能）   96/10/29 21:14

稲城野草散策の会で飯能の天覧山を歩きました。　もう、秋の盛りは過ぎた感じで、花も終わりかけが多かったように思います。今年は木の実が不作なのでしょうか。昨年見事なまでに実を付けていたサワフタギに一個も実が無くてがっかりしただけでなく、他の木の実も成りが悪くて、ちょっと残念でした。なお、イネ，タデなど、花が小さくて実と紛らわしいものについては、実で　あっても、花の扱いで記録しています。

【日時】　１９９６．１０．２０　１０時～１５時

【場所】　埼玉県飯能市（飯能駅～天覧山～配水場～岩根橋～飯能川原）

【環境】　市街地，丘陵，雑木林。標高１００～２００ｍ位

【天候】　晴れ／曇り

【観察した植物（エングラー順）】…無注釈は花

〔カバノキ科〕　　　・アカシデ（実）

〔ブナ科〕　　　　　・ツクバネガシ（葉）・アラカシ（葉）・シラカシ（葉）

〔ニレ科〕　　　　　・ムクノキ（実）　・エノキ（実）

〔イラクサ科〕　　　・カラムシ（実）　・ムカゴイラクサ（実）

〔タデ科〕　　　　　・アキノウナギツカミ　・ヤノネグサ　・ミゾソバ　・ミズヒキ　　　　・ハナタデ

〔クスノキ科〕　　　・クロモジ（葉）　・ヤマコウバシ（葉）

〔キンポウゲ科〕　　・ヒメウズ（葉）　・センニンソウ

〔ツヅラフジ科〕　　・アオツヅラフジ（実）

〔ウマノスズクサ科〕・カンアオイ（葉）

〔ツバキ科〕　　　　・ヤブツバキ（葉）・ヒサカキ（実）

〔ユキノシタ科〕　　・マルバウツギ（実）・コアジサイ（実）・ガクウツギ（実）

〔バラ科〕　　　　　・フユイチゴ（葉）・テリハノイバラ（実）・カマツカ（葉）　・ヤマザクラ（葉）

・ウワミズザクラ葉）・キンミズヒキ　・チョウセンキンミズヒキ

〔マメ科〕　　　　　・トキリマメ（実）・ヌスビトハギ（実）・ヤブマメ（実）　・メドハギ（実）

〔カタバミ科〕　　　・カタバミ

〔フウロソウ科〕　　・ゲンノショウコ

〔ウルシ科〕　　　　・ヤマウルシ（葉）・ヌルデ（葉）

〔カエデ科〕　　　　・オオモミジ（葉）

〔モチノキ科〕　　　・アオハダ（葉）　・イヌツゲ（実）

〔ニシキギ科〕　　　・ツリバナ（葉）

〔ミツバウツギ科〕　・ゴンズイ（実）

〔ブドウ科〕　　　　・ノブドウ（実）　・エビヅル（葉）

〔グミ科〕　　　　　・ツルグミ

〔アカバナ科〕　　　・アカバナ（実）

〔ミズキ科〕　　　　・ミズキ（葉）　　・ハナイカダ（葉）

〔セリ科〕　　　　　・ノダケ

〔リョウブ科〕　　　・リョウブ（葉）

〔ツツジ科〕　　　　・ヤマツツジ（葉）・ミツバツツジ（葉）・ネジキ（葉）　・バイカツツジ（実）

〔ヤブコウジ科〕　　・ヤブコウジ（実）

〔サクラソウ科〕　　・ヌマトラノオ（実）・オカトラノオ（実）

〔モクセイ科〕　　　・マルバアオダモ（葉）

〔リンドウ科〕　　　・ツルリンドウ（実）

〔アカネ科〕　　　　・ヘクソカズラ（実）・ハシカグサ（実）

〔ムラサキ科〕　　　・ハナイバナ

〔クマツヅラ科〕　　・ムラサキシキブ（実）・ヤブムラサキ（実）・クサギ（実）

〔シソ科〕　　　　　・イヌコウジュ（実）

〔キツネノマゴ科〕　・キツネノマゴ

〔ハマウツボ科〕　　・ナンバンギセル

〔ハエドクソウ科〕　・ハエドクソウ（実）

〔スイカズラ科〕　・コバノガマズミ（実）・ツクバネウツギ（葉）・ガマズミ（葉）　・ヤマウグイスカグラ（葉）

・オトコヨウゾメ（実）

〔キク科〕　　　　　・ノハラアザミ　・キッコウハグマ（実）・センボンヤリ（実）　・コウヤボウキ

　・アキノノゲシ　　・シラヤマギク　・オトコヨモギ　・ヨモギ　・アキノキリンソウ

　　　　　　　　　　・コセンダングサ　・ハキダメギク　・オケラ

〔ユリ科〕　　　　　・ヤブラン（実）・チゴユリ（実）

〔ツユクサ科〕　　　・ヤブミョウガ（実）

〔イネ科〕　　　　　・ノガリヤス　　・ササクサ　・チカラシバ　・コブナグサ　　・サヤヌカグサ　　・トダシバ

　　　　　　　　　　・ヨシ　・ススキ　・アブラススキ　・ハンノウザサ

〔カヤツリグサ科〕　・ナキリスゲ

【補　足】

　・ツクバネガシは天覧山中腹の１６羅漢の近くにあります。飯能近辺では珍しい樹木に入ると思います。

　・ムクノキの実は帰途の岩根橋で見つけ、黒熟したものを皆で食べました。干し柿に似た味がして郷愁を誘われます。実が小さくて種が大きい点が難ですが。

　・天覧山の裏側には休耕田があり、湿地の植物が豊富です。タデやイネ科の各種ヌマトラノオなど、いずれも花は終わっていましたが、真夏～初秋ならもっといろいろなものが見れるのではないかと思います。

　・センニンソウは道路脇の草刈りされたところに咲いていました。本来なら花はとっくに終わっていますが、実がならないうちに草刈りされたため、再度咲かせたものでしょう。怨念？

　・林の中がかすかに輝くような感じがあり、双眼鏡で確認して、ツルグミの花とわかりました。晩秋に花を付け、春に実がなるのですが、実にはなかなかお目にかかれません。

　・下見のときに見つけたというナンバンギセルはまだ残っていました。ハンノウザサの茂みの中で、単に通りかかっただけでは見れないような場所です。

　・天覧山周辺に多いオトコヨウゾメに、実はほとんど見られませんでした。葉はコバノガマズミとよく似ていて、下向きに垂れた実があればオトコヨウゾメとわかるのですが、実のない場合は冬芽が決め手となります。無毛で艶のある冬芽ならオトコヨウゾメ、毛があって艶がなければコバノガマズミです。

　　　　　　　稲城野草散策の会幹事　Ｔａ

